
844 第43巻　日本公衛誌　第9号 平成8年9月15日

腸炎ビブリオの生態学的研究

―静岡県における腸炎ビブリオ食中毒の発生予測について―

窪田 勉

　静岡県における腸炎ビブリオ食中毒（食中毒）の発生防止対策として，その初発時期を予測し，予測結果

を集団食中毒の初発前に「腸炎ビブリオ情報」として県食品衛生課から保健所へと伝達し，主として保健所

で開催される生食用魚介類取扱い営業者を対象とした衛生教育の講習会で知らせ，刺身等の取扱いに関する

注意を喚起することにより，食中毒の発生を減少させようと試みた。

　調査は1990年～95年の6年間で，90年は年間を通して4種類の海水および2種類の魚介類を対象とし，食

中毒の初発時期を予測するために使用する材料（予測材料）の選定を行った。91年以降は予測材料としてア

サリの漬け水（漬け水）を使用し，その平均菌量と食中毒の初発時期および発生件数との関係，漬け水から

の神奈川現象陽性株（陽性株）の検出，さらに，本事業による食中毒の防止効果との関係についても調査し

た。その結果，以下の知見を得た。

　1.　食中毒の初発時期の予測材料を選定するため海水および魚介類等6種類を対象に調査した結果，漬け

水が最適であった。

　2.　94年を除いて，調査定点（15店舗）から採取した漬け水15件の平均菌量が105個/100 mlに到達した

後に，食中毒が初発した。また，平均菌量が105個/100 mlに到達する時期によって，その年の食中毒の発

生件数を予測することができた。

　3.　95年の調査で，漬け水の増菌液を対象に耐熱性溶血毒遺伝子の検出を行ったところ，82件中3件から

検出された。確認した3件の内2件から39株の陽性株が分離された。

　4.　陽性株は漬け水15件の平均菌量が105個/100 mlに到達した後に検出された。

　5.　検出された陽性株の血清型はO4 : K10, O4 : K13，O1 : K60およびO3 : K7であった。これらの血清

型は同じ年に発生した食中毒件数の11例中5例（45％）から検出され，また，食中毒患者からの分離株でも

74株中28株（38％）が漬け水由来株と同一の血清型であった。

　6.　本事業による腸炎ビブリオ食中毒の防止効果を認めることはできなかった。
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